




































































































































































































































訪問看護師の く認謝 の特徴は次の5つ のカテゴリ
s・一が抽出されていた。(a)「選択 ・決定は在宅療養者 自
身がする」、(b)「自分の役割を言葉で伝える」、(c)「気

































































































































































牲 〆聯 ゲ翫謙 ど麟1説4κ 宅に2画り訪盟職謬
の働 テをデテった!1瓦iぱ7Zア甜 灘 で40.慮殆のテ供
82AS1ら乙。子灘 反1β中甥 ご出か/プるため、搬
窟i嚇の長の須養i着であ6。講 の彫 デの莇 ごヌケ
ルテから撮養i孝の蘇 を4喋ナるが;そ こ〆ごはグアを
擁 ナるAiEeの蔚 が蒲i灘 らの隷 〆ごよって記
ざ≠zでいた。
講 購 こ穆勤 ナせ5,逮中のL動中で訪彫翫灘 妙疹 学






が隷 〆ご翻 痴 で〃、て 今 らそラ詑卿乙で〃}ノをだレリを
んでカラミ拒否乙でのる.露さんのところへ謂 ナる
必難 な何で∠.kラ■yま鯖 乙た。訪騒 護辮 ま
勿要だから講 乙でのまナよ,どラ乙て泌要なの
、撫 鶏 に謂 して考えてみ でぐださ〃ソ 、と返笙乙で
〃、た。学生は考え必んで〃、る羨子であった。
ノ1氏宅に謂 を傷始 し、挨夢の碍{に∠4氏i〆源 やかで
あった。訪貿琢護卿 まレ》 タルナイン齪23を 終kる
と、本βのク刀松 を.4κど話 し始めた。
講 琢灘 ノ今βな勿をしま しょラ魂 体を拭〃、た ク
しで〃、〃、でカ か9そ物 まも髪iの毛を洗〃、ま乙.よラか?
Afモ'い〃、よ、β分 でやって7ELO、どきな含 ラ、から。
髪め碗に働 オあるんだよ、脇 な ぐでρ〃b




でいる。調 場護劔 ま.4瓦の頭を±から勝めで 待ノこ
傷が)交いこ8を灘 した。、4瓦は醐 こ同濤し、謂
看護劒 よ鵜 を始めた 瀦 を鱗 しよラ、とナると』
瓦がベ ッだナイ 六のボLタブン〃みイレ〆ζ座ク灘 を済
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まぜた。訪 髪鷹 護翻 灘 をデテク輔 を し、.4fii講 琢護叛'者 や ナい階 を鰯 しまナよ。(d2)
〆こfちょラ(を"みイ レ〆こ座 ったの てr、おZoFzを洗〃、ま しょ ノ1氏'あんた らしつこ〃、ね,私 ♪が〃、〃、っで〃、っでるん
うか(d1)ノま症ナま、 だか らいいんだよ。 うるさいよ。 やるまきややるよ
.4ノモ'ρいよ 罐否の酬
訪賜翫i灘ノでらぜっかぐみイレに座って ち.tラ2"




A」Eeのtrs"9"を受ゲで 謂 琢護翔 ぬ4瓦〆ご広莞るよ
ラに≒差生〆こ ズ0やあ蕩虻を線 プよラか/、と〃、〃、ぞ沈
錐 礁泓務浄を勧めるこ8fgtなかった。.4瓦は溺 の
鰯 につ〃、で 〃灘 ソ どア承をした。
.4瓦〆瑚脚s鮒 さ物るど体を脚ぐためのタカ 〃を
選乙始 めた。
訪儲 謙!vや あ、まブ顔から封きま∠/よラ漉 β
分 て謝 きまカか9
.4云eノ顔 ワ〃、グよそんな獅〃、タカ な だめ やるなら
β分でやるよ
灘 汐力 〃腋 る(を.4fi:i/Stそれを受〆諏 ク
β分て顔 を射ぐ。
訪 貿房i灘 ノ■涛瀦 ぎま しょ ラ、ψも
.4ft'〆カbで ら7瀞 蜘 ∫な〃b
訪騒 漸 ご慮さカ、牲 が.4瓦の舷 を鋤 した
が1槻 競 いだ)が7瀞魏 がな〃、8e、ラ。、ところどと
ろ擦墜ク勲 で〃、る階 を潮 しで〃、た。訪 騨 ぶ
ア考 ら交麓ナるご8を据すが∴4瓦ぱ 楓 があって號
たンま本βの祓 を理碑〆こ7r者1の交換を行〃りをぐない




訪嚴 玩護叛!次 〆雌 弁翫 ま 乙よラカも(c1)
.4瓦ノえ9〃 、〃、よ。
訪 僧鑑 護叛 かぜっか ぐきノZいに淳中を舜 〃、た、から、音
ノ1氏はタカ レの鎌 や7芳 の鎌 にこだわクがあ
ク、たどえ彦から翻 乙で〃、る階 でら、灘 旗 否
で鰍 が魏 しで〃、る、と概 で激って灘 し、翻 し
ないことあ硬ク返 しでいた。そのためと勿タイミング
で階 を交葵できるかぱ朔 て『あク、訪 騒 謬のどき
〆ご毎垣17清i交換iを朔ナど〃、ラご(と〆ごなっで〃、た。
縮7者 の顛 なぜずミ/YffEだけを交葵した。陰部
瀞 らデ撹 な1かった。訪騒 護劔 読縢 するよクな表
膏を屠ぜたが;ナ ぐγこぼかのクアを提萎するこ、とに切
ク翫 た。超浴 ノπ切クと次のケアを縷 し芙殖 した
が.4瓦なすんなクIZdiL、原やかに会話を乙ながら訪
繋 を終ア乙.た。
訪繋 を終えて戻った動 中で 謂 看護翔 ま学
塗に鰐 乙た。










のち、1週骸 〆こ2∠互7差7の痒笏騰 こ彫 テしノを。1廼7
β碗 学を強と〆ご、訪騒 護翔s存 っで〃り匂蔑獅や廻
洛などの一部を学塗が賄 ナるごま〆ごなった。訪藷
護i訪まのカち否わぜの励 の中で学塗なゾどラして済≒
翫 を乙たぐないの夙 尋ねてみ でら〃、ので乙よラ汐ヲ
ま身分の繍 につ〃、で24瓦}に灘 してみた〃、身を言奨
ノご乙た 訪騒 灘 らア承 した。
.4κ宅に蕪 を1瀦して蕩虻を始め6こ、とにな
った。
訪騒 灘 砂 、つ6.4さんにやわらかそラなタカ 曜









.4瓦〆翻 循 護師の繍 こ友秀 しつつら、タカ レを
葺ら選ん1萄訪隔 護辮 ま更衣について御のかノカ乞。





調 塔護師!先19鯉 が彫 テしで〃、な〃、まきノ藷
て'き薇 翻 ぎぐ"こ=と1sfe-/こな クま乙〆たね、(9)
ノ之たん でプ「よね,(d1)
.4瓦ノそラ
調 堵護叛 ノどラでカク、 ス塗ンだンプでら、7着た万
でぎ)o柔ら1)そう/6?らの魏 つノプて応(d1)
.4瓦!o、〃、よ、饗 でや るか ら。






翻 ぶ薙 レ贈 めると拒否翻 を行った。β分 で選
んだ7齢 ノ澗 じよラ〆ζ禦ク勲 で〃、た。講 盾
護翔 ∫碗△となク瀦 を存〃、難 ら淳㌍などL部の
醐 を行った,遵瓦が 僧分 で財きたいところな葺分
でギ)るよo手〆類 クぐ、からノ、とo、ラo講 謝 ま/ぞ
」で鯛(f)(をクなずぐ。
次〆こ辮 ま毎βある漁 訪灘s輝 〃、か〆プた,
ポータブシ渥 イレで済まぜで〃、る、毎βア出で〃、るどい
ラ。訪 暑麟 灘 夢を寿ラきっ、かグを探乙で〃、
る羨子てrあった。.4氏なぶらつきながらら勤 衡 な
亙力でできでいる。
謂 琢i灘 ノお ∠/クf)t%L(Zて'e、まプガ≧9(d1)
.4氏'みイ レにいっでるよ。(クオ シュレソ みノ便わで
るよ。霧 、と、かくノ〃"一とか〃、るまき〆ら
調 署i灘'今ff〆Xt.フ瞭 でずガも(d1)
.4瓦!クヒ統 こんな ところで 酬Lタ7)レMレ でジ
洗 わ疵 く5、と 硬 ぐて嬬 なんだよ。 やらな ぐで〃、〃、っで
言つで〃、るのに、やる入 がかる。
調 琢護師!ぞ ラです為(Dそ カ、に しでら鷹 かぐなっ
更衣 したこ、ををねぎら〃、鵬 瀞 をそれ雄 勧め
るごと〆まなかった。≒差生〆鎌 灘 紡 ご訪彫犠
砺 ご話 乙で〃りを 倦 翫 をしなの醐7〆 ごついて御〃、
かげるこどなヂテ〉之プミ訪 彫翫護勿励 テを終建た。
学塗な亡の2醐 訪齢2励 テを湧 乙で/学 生
てr弥グぎ),匁7らなぐて;潮 らよぐtOl)って一〇、なぐ"Co拒
否しで〃、るんだ)から本ス〆錦 簾 を必要2乙で レ、な
いん じやなのかなって読 鋭がっで〃、る入に、と"ラして訪
隔 誕をするのかなっ蔦 そラ〃、ク葱0だづたんです7
8eiO、、講 護勿雌 みなと"/.一一つo、で叛 で習った
かと〃、ラことにつ〃、て7ま/習〃、ました。だンプど 、患孝
さんの鋳 ちが慶亮・じやないですか なんでら。だ)か
ら,本ス ら蕨って蟹っで〃、るの〆ご、なんで訪儲 諮 ζ笑
るのかなってン、と,蟹ったどいラ。1画 厚の訪1/ご訪
賭 護翔 疹芙際の講 糖 を見てか らβ分 で考える
.tjEr/Eさrzたこ、と〆こつ0}て～撰 ぐ考2るこ(をぽでき
でなかったと.蟹いま宛 デテぐことてrl難しでいて7fff
中一ソtが多 ぐて 二生柳 ウヒ変なんだ1だ)から 講 盾
諭 泌要フなん蔦 簸 が》、るグま家 暁だンプじややク
きれなo、んだなといクことが児えたノど翫 る。AJie
に対ナる訪儲 護勿必難 につ〃、てノ瑠 窄できたと表
盟乙で〃リ色。.4∫ieノごつ〃、で%の 擦孝さん胤と.蟹っで
o、たノ磯(fr7?の 受〃勉 が難 し〃リケで1厚分な





















おり、それでも清拭の流れの中で 「次〆靖 翫 ましょ
う加(c1)と意志や希望の確認をしている。A氏は更




































えて 「β中一ソtが多 ぐて 蜻 がンヒ変なんだ1たか ら





































週に2画の謝 を受グる必 勇が1ある。遍1が 還かた
め、訪騒 譲 こよク鹸 を行っで〃、る。また、繍 に
看護叛がお ク、獄 ま訪糠 を姫 に朔 して盤
を受グでいる。號 まβ鰐 左1乙てお ク、ごのHちH








βκ!糊1か らかな'も雄 観々 て乾んでブ7プ、器 磁
に葺騨 で働 たんで先 だ)からか～鶉 雌 のどころ










侍に砒 ノ睨 られなかったゴ学塗なβ∫モ、と謂 協護師
のやク坂 クを黄て兜 でのた』
β氏な ク院 ナること/こなるとカえ・ツ とポソグと











訪 彫翫灘 ノそラですカ、/励ク撲蜘3あ る■)らLfzま
甑(c)(c1)(D
そ しで骨のことだ った ら、 レン みグンをとらないとわ
からないので 今βこカか ら受診をしま乙よラよ。
(d1・d2・d3)(f)
β瓦!ぞ ラ魂 でら、チ憂ぽヘノ〃 β一さん妙梁 るか ら、
〃、ない、と悪〃、なあ・㌔
訪瀦 灘 ノ〈ノ〃f一さん∠覇 クま乙よ ク。 ちやん ど
瑠 虫があるんだ)から、ヘノ〃f一さん ら分 かつでぐ2zge
すよ。(d3)
まずは 受診しで 騒 》5)女〃㌧かどラか屠てもらいま
乙よラ。(c2)




β瓦〆睦受診を受ノカん海たのか 賄 繊 証なと勿
身の何クのらのを鵜 乙始める。訪麟 まバンク
のみ「絡 ご鰯 して あと〆ま動かないよラに訪鍔をし
て 診脇 齢 を坂 ク、潮 を報告し諺擦につなゲ
る手続 きをどった
訪騒 灘 〆讃 て児学しで〃、た堂生に対しで 惰『に
対 して翔妙癒 こっでな〃労λ脇 組紛ラ弗顕 なのかな
どを謬べてららったぼラがのいと、蟹いまブら契翔{の副
傷 での湯繊 の購 らあるか らしれま観 グど詑49
し、裳生なラなずぐ。
次に訪編 護翔 まB∫窃こ話しかげた。
調 琢灘 ノβさん、受診なご獄 、を一借 でプれ
β氏 ノ簸 ぱ今β臓 があって出かグでいるから、ど
クかな』 でら翻 してみま沈
訪 騒 灘'で ぎ海ば一麹)ぼ ラが〃、〃、ですよれ
BJモのア承陰をテ写て訪購 護辮1丈顯 こ遅璃多をテ「テった。
折 ク返 し獄 か らの編 があ ク、帰宅して受診に灘
てヲテっでぐ虎るこ、とが次まク、跡 を行って訪 隔 護
を終えた。調 埼護窃蹴房る痴の中で!学生さんが〃、




の智 どstfifiLて0、た β氏〆期 したぐな〃、鋳 ち
をずっと持ってお ク、訪篇 灘6そ 物を知っでOる。
L.A)L/学i生なそのよラなβ瓦の蕨 を勿るご、となな1か
つた。
この講 糖 ごつ〃、で堂生の隷 に獄 脚 男の
霧 を識 で〃、たため、藏 受診を勧め義 催 〆ごヘ
ル パーさんが笑ることになってお ク、β氏ぽくノ〃f一




護翔 鰭 さんから潮 を甥〃、で受診 乙ノをぽラが》、
いよって勧めでいたからそこの諺伽 難 しいなってン





























ている。B氏 が語っている 「莇 こ身騨 で働 たんで










表れといえる。B氏 の 「いつらの病碑 選 ぐて∴・・Jと
いう言葉に対 して、訪問看護師は受診が入院につなが
ってしまうのではないかとい うB氏の気持ちを受け止
めて 「近 ぐの診癖 碗睨 でららっでいた先 生がいるの
で 行きましょクよ」(c2)という言葉をかけていた。






学生は 「姻 朔 の嚇 を謝 でいたため、磯 受
診を毒クめる」や 「看護翔 簾 者さん妙心ら潮 を甥〃、
て「受診 したぼラが〃、〃、よって勧めで〃、たからそこの勃
物 難 乙例 というように、受診についてのや り取り
の難しさを受け止めている。しかし学生の言 う 「そこ




























































































































2看護職員(常 勤i換算)数2 .5人以上3人 未満の事業
所が18.1%、3人以上5人 未満が48.2%となってお

































生の学び一終了時のレポー トから一」 『茨城キリス ト
教大学看護i学部紀要』第8巻第1号、2016、pp.29-37。
11山村江美子、田中悠美、稲垣優 子、酒井昌子 「在
宅看護論実習における学匹 対象の理解と在宅看護実
践の特性に焦点をあてて一」 『聖隷クリス トファー大
学看護学部紀要』Nb.23、2015年、pp.171-17%
12佐藤冨美子 「在宅療養者の自己決定を支える訪問
看護婦の認識と方略」 『日本看護科学会誌』vol.18、
No.3、1998年、PP.96-105。
13佐藤が論文を記した当時は看護婦であった。本稿
の記載は現行法の看護師と記載する。なお引用箇所に
ついてはこの限りではない。
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